
都内における日常的に利用される剣道場について　
剣道の稽古環境に関する研究 - その 1-

On the daily use facilities of KENDO in Tokyo 
 Study on the practice environment of KENDO -part1-
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Fig1. Changes of SHODAN examinees in Tokyo
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KENDO, one of the traditional martial arts of Japan, is  emphasis on courtesy and manners. Currently, 52 countries and 
regions participated in the International Kendo Federation, the competition of the world population exceeds 2.6 million 
people. On the other hand, in Japan, the competition population is declining. In that population decline is expected to 
improve the quality of training environment surrounding the KENDO in Japan in the future. In this study, we aimed at 
understanding the current practice environment by researching KEDNO-JHO is used on a daily basis, leading to 
improved quality in the future.

Tab1. Parcentage of facilities being used in practice in Tokyo

（一般財団法人　全日本剣道道場連盟※3より著者作成）

道場団体 学校
体育館 私設道場 警察道場 公共

体育館 複数 刑務所
道場 不明

126
（100%）

56
（44.4%）

32
（25.4%）

30
（23.8%）

5
（4%）

1
（0.8%）

1
（0.8%）

1
（0.8%）

各昇段審査受審資格
初段：一級受有者で中学２年生以上の者
二段：初段受有後１年以上修行した者
三段：二段受有後２年以上修行した者
四段：三段受有後３年以上修行した者
五段：四段受有後４年以上修行した者
六段：五段受有後５年以上修行した者
七段：六段受有後６年以上修行した者
八段：七段受有後１０年以上修行した者

武徳殿
　武徳殿は大日本武徳会（以下武徳会）よって建てられた武道場である . 武
徳会は明治 28 年に武芸振興を目的として結成され , 国内と当時占領下にあっ
たアジア各国に支店を設け , 武道場を建設する . 武徳殿の形式は寺社建築の伝
統的な様式を持っており , 内部の空間も列柱と廻廊を設けることや天皇の御
座所として玉座が設けられるなどの形式を持っていた . 各自治体もこの武徳
会が作った武道場を参考にして武道場をつくり武徳殿と名付けた . 第二次世
界大戦後の昭和 21 年 , 武徳会は連合軍総司令部より解散の命を受け , 武徳殿
をはじめとする関係施設は駐留軍に接収された . 武徳会が関わり現存してい
る武徳殿は ,京都旧武徳殿 ,佐賀武徳殿 ,宮崎武徳殿 ,山口武徳殿 ,奈良武徳殿 ,
和歌山武徳殿 , 山梨武徳殿 , 長野武徳殿 , 滋賀武徳殿の９施設である .（参考
文献 2より）
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※1 国際剣道連盟（Fédération Internationale de Kendo）
　　1970年に結成された国際組織。52の国と地域が参加（2012年 4月現在）しており、３年に一度開催される世界剣道選手権大会の運営などを行う。 FIKは非政治的な友好団体であり、
　　剣道 ( 居合道･ 道を含む）の国際的普及振興をはかり加盟団体相互の信頼と友情を培うことを目的としている。
※2 全日本剣道連盟
　　日本の伝統文化に培われた剣道、居合道及び 道を各統轄する団体で、日本を代表する唯一のものとして、広く剣道等の普及振興、「剣の理法の修錬による人間形成の道である」
　　との剣道理念の実践等を図り、（中略）人材育成並びに地域社会の健全な発達及び国際相互理解の促進に寄与することを目的としている。（全剣連HPより抜粋）
※3 全日本剣道道場連盟
　　剣道の発展と健全なる青少年の育成を目的として、全国の営利道場（必ずしも営利を目的としない）を支援する財団法人。全日本少年剣道錬成大会及び全日本選抜少年剣道個　
　   人錬成大会の運営を行う
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